
はじめに

奈良|Kl ウ: 文化財研究所が､F城' 内燃跡の光＃' | ‘ l #業をはじめて満30ｲ |富，火種殿閤I I I j 前

庭部で奈良時代の大嘗' 脚の辿柵を明らかにすることができた。かって1 9 6 5 年の造

涌司関連遺椛の充伽I l で，聖武尺｣ : 魁の火嘗祭関述の木簡の川ｋをみたことから，い

つかは火祥‘ 内遺椛の充伽I | ができるのではないかと期排していた。1 9 8 3 年度の大械

殿前庭の儀式川の仮I 没物辿' | : ﾙ の検出は、それまでの‘ 例' 内殿舎の発掘で将られなか

った宮廷儀式の実態をまざまざと兇せてくれるおもいがした。それにもまして即

位儀式のなかでも蚊も硬喫な場を呪火に充伽I Ｉすることができたのである。この一

巡の調査成果は、ｉＭなる寓殿の建物の' Ｉｗｔの変遷を知るというよりは，その場で

現実の儀礼に参加した1 1 ｢ 代人の思吹をじかにきくおもいがするもので，1 9 6 1 年の

水簡の検' ' ' に匹敵する発伽' |のI l I I i 期としてﾉ i <く! ; I ｣億されるｲ ' ﾐになるであろう。飛鳥

地方における水落遺跡北部辿椛の洲f i f ，その東北に隣接したｲ ．i 神遺跡で発掘した

遺椛は俊雑の皮合をましてきたが，まさにI I i 代史を掘る火感をあじあわさせてく

れる興味のつきない資料を多く得ることができた。木簡の発掘では1 9 6 6 年に多賦

に出上した勤務ﾙ ド定木簡川上地の隣接地の発掘で，苦裸の尖務をうかがわせる資

料がさらに追加されたばかりでなく，匝脚; &の官人の拷課, I ド類につけられた付

札，肥後| K ' 第ｉ益城軍| 寸| 兵士歴f ﾉ i 帳，川羽| K | 郡司考課に関する軸の充児など，全

| K | 各地の下級ｗ人，兵士にいたるまで，その火態を邪で把握していたことを如実

と知ることができた。

その他，「法隆J 州和盗1 1 ｲ ' 限」関連の, 淵賊，近' ' 1 : 社寺建築の洲盗，イ' 皇輪年代

学的1淵f i f ，各祁’ i I I i 報処叫システムの研究，保何Ｗ: 的研究，持I i ．i ・庭園遺跡の調

州旨導，研究集会，埋蔵文化財センターの各諏研修‘ l # 業など多岐にわたる成果の

一端をここに集録した。糾織・予算のi 1 I I i I h i ともきわめてきびしい昨今，文化庁を

はじめ各方ｌＩｌｉの御指導とはげましの1 1 1 で研究脈ｉ－ｌＩ: i l がどのように働いているか

を御哩解いただければと砦える次第である。
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